
○学外実習へ向けての事前学習（オリエンテーション）
　　　　　　　　　　４月　総合オリエンテーション
　　　１年次　 5～2月 附属幼稚園での観察・体験学習
　　　　　　　　　　　　　　　①実習の目的・意義・方法　②実習依頼について　③必要書類の配布、注意事項、その他
　　　　　　　　　　５月　実習園（幼稚園）の依頼と内諾

○第１回教育実習
　　　２年次　　　５月　全体オリエンテーション、個別オリエンテーション、幼稚園長講演会
　　　　　　　　　　６月　第１回幼稚園実習（学外２週間）、実習記録・実習報告書の提出、事後指導

○第２回教育実習
　　　２年次　　　９月　全体オリエンテーション
　　　　　　　　　１０月　個別オリエンテーション、実習へ向けての必要事項の再確認
　　　　　　　　　１０月　第２回幼稚園実習（学外２週間）、実習記録・実習報告書の提出、事後指導

教科書・参考書 受講生へのメッセージ

教育・保育実習の手引き、実習記録ハンドブッ
ク

幼稚園での実習は、あなたがめざしている職業観を実際に確認する機会でもありま
す。子どもたちや現場の先生方から多くのことを学んでください。
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準備学修 課題等への対応

教育実習オリエンテーション、実習園の事前訪問、附属幼稚園での体験学習などで、実習
に対する知識・技術・姿勢をしっかりと学ぶ。また、「教育・保育実習の手引き」を熟読
する（約１時間）。

個別オリエンテーションで、実習の課題を個
別に添削する。また、事後指導において、実
習課題の達成具合について担当教員と話し合
う機会を設け、実習評価を行う。

授業計画

５． 保育の方法や技術を実践しながら修得する。 成績評価の方法と割合

授業方法

学外実習（幼稚園へ、２年次６月に２週間、１０月に２週間、計４週間）

受講態度（50％）
実習先の評価（50％）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

３． 子どもの様子を把握し、子どもへの理解を深める。

４． 保育者の仕事と役割について把握し、理解する。 ○

科目の到達目標

１． 幼稚園の社会的役割や具体的活動などを理解する。

２． 幼稚園の概要や一日の流れを把握する。

免許・資格
要件

幼稚園教諭必修

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

大学で修得した内容をふまえ、幼稚園の役割や機能を、観察や子どもとのかかわりを通し
て具体的に理解する。また、保育の計画、実践、記録、自己評価を経験し、教諭の業務内
容や職業倫理、保護者支援について総合的に学ぶ。

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力
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